
ヨハネ 5

"さて、エルサレムには、羊の門の近くに、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池があって、

五つの回廊がついていた。"

ヨハネの福音書 5 章 2 節

"そこに、三十八年もの間、病気にかかっている人がいた。

イエスは彼が伏せっているのを見、それがもう長い間のことなのを知って、彼に言われ

た。「よくなりたいか。」

病人は答えた。「主よ。私には、水がかき回されたとき、池の中に私を入れてくれる人

がいません。行きかけると、もうほかの人が先に降りて行くのです。」

イエスは彼に言われた。「起きて、床を取り上げて歩きなさい。」

すると、その人はすぐに直って、床を取り上げて歩き出した。ところが、その日は安息

日であった。"

ヨハネの福音書 5 章 5～9 節

四節として、次の一部または全部を含むものがある。「彼らは水の動くのを待っていた。

主の使いが時々この池に降りて来て、水を動かすのであるが、水が動かされたあとで最

初に入った者は、どのような病気にかかっている者でもいやされたからである。」

"そこでユダヤ人たちは、そのいやされた人に言った。「きょうは安息日だ。床を取り上

げてはいけない。」

しかし、その人は彼らに答えた。「私を直してくださった方が、『床を取り上げて歩け』

と言われたのです。」

彼らは尋ねた。「『取り上げて歩け』と言った人はだれだ。」

しかし、いやされた人は、それがだれであるか知らなかった。人が大ぜいそこにいる間

に、イエスは立ち去られたからである。

その後、イエスは宮の中で彼を見つけて言われた。「見なさい。あなたはよくなった。

もう罪を犯してはなりません。そうでないともっと悪い事があなたの身に起こるから。」

ヨハネの福音書 5 章 10～14 節

"まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わ

した方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに

移っているのです。"

ヨハネの福音書 5 章 24 節

"わたしが、父の前にあなたがたを訴えようとしていると思ってはなりません。あなたが

たを訴える者は、あなたがたが望みをおいているモーセです。"

ヨハネの福音書 5 章 45 節

"イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。ですから

わたしも働いているのです。」"

ヨハネの福音書 5 章 17 節

"まことに、まことに、あなたがたに告げます。死人が神の子の声を聞く時が来ます。今

がその時です。そして、聞く者は生きるのです。"

ヨハネの福音書 5 章 25 節



"その人は行って、ユダヤ人たちに、自分を直してくれた方はイエスだと告げた。

このためユダヤ人たちは、イエスを迫害した。イエスが安息日にこのようなことをして

おられたからである。

イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。ですから

わたしも働いているのです。」

このためユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうとするようになった。イエスが安息

日を破っておられただけでなく、ご自身を神と等しくして、神を自分の父と呼んでおら

れたからである。

そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げま

す。子は、父がしておられることを見て行う以外には、自分からは何事も行うことがで

きません。父がなさることは何でも、子も同様に行うのです。

それは、父が子を愛して、ご自分のなさることをみな、子にお示しになるからです。ま

た、これよりもさらに大きなわざを子に示されます。それは、あなたがたが驚き怪しむ

ためです。"

ヨハネの福音書 5 章 15～20 節

"イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。ですから

わたしも働いているのです。」"

ヨハネの福音書 5 章 17 節

"わたしは、自分からは何事も行うことができません。ただ聞くとおりにさばくのです。

そして、わたしのさばきは正しいのです。わたし自身の望むことを求めず、わたしを遣

わした方のみこころを求めるからです。"

ヨハネの福音書 5 章 30 節

"イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられます。ですから

わたしも働いているのです。」"

ヨハネの福音書 5 章 17 節

"しかし、わたしにはヨハネの証言よりもすぐれた証言があります。父がわたしに成し遂

げさせようとしてお与えになったわざ、すなわちわたしが行っているわざそのものが、

わたしについて、父がわたしを遣わしたことを証言しているのです。

また、わたしを遣わした父ご自身がわたしについて証言しておられます。あなたがたは、

まだ一度もその御声を聞いたこともなく、御姿を見たこともありません。

また、そのみことばをあなたがたのうちにとどめてもいません。父が遣わした者をあな

たがたが信じないからです。

あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思うので、聖書を調べています。その

聖書が、わたしについて証言しているのです。

それなのに、あなたがたは、いのちを得るためにわたしのもとに来ようとはしません。"

ヨハネの福音書 5 章 36～40 節


